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多職種参加型高齢者の終末期ケアマネジメント支援プログラムの開発と検証
樋口京子
KyokoHiguchi
Ⅰ.研究目的
本研究の目的は､多職種協働で質の高い高齢者の終末
期ケアを療養場所の違いを超え継続して行うために､必
要な終末期ケアマネジメント支援プログラムの開発と検
証することである｡既に､日本福祉大学終末期ケア研究
会の一員として､①高齢者 (n=1305)を対象とした終
末期ケアに関する3次にわたる全国訪問看護ステーショ
ン調査､②公開事例検討会 (26例)､③潰和ケア用MD
s-pc日本語版の作成と検証､④療養場所の違いを超
え多職種協働での活用を目指した ｢終末期ケアマネジメ
ント･ツール｣の開発などを実施してきた｡
以上の結果をふまえ､本研究が高齢者の終末期ケアの
質の向上に資するために､5年間で期待される成果とし
て､主に次の3つをあげた｡
(丑ケアの質や多職種協働チームの力量の変化を評価す
る方法の開発
②多職種参加型 ｢終末期ケアマネジメント･ツール｣
の効果の検証
(彰高齢者の終末期ケアにかかわる専門職の共通の教育
用資材の作成および看護教育における倫理的な側面
を含めた試案の作成
Ⅱ.今年度の計画と方法
研究目的にそってPhaseIを ｢文献検討と調査結果か
ら､終末期ケアマネジメントの質を構成する要素を明ら
かにし､既に試案した多職種参加型プログラムの r終末
期ケアマネジメント･ツール』の有用性を検証する｡ま
た､高齢者や介護者の主観的な思いも考慮してケアの質
評価指標を作成する｣とした｡今年度の計画として次の
2つをあげた｡
①国内外の高齢者の終末期ケア (end-of-life-care)
の質の評価に関する文献レビューと既に実施した調
査結果を比較し､終末期ケアの質を構成する要素を
明らかにする｡
②終末期ケアマネジメント支援プログラムの試案の
｢終末期マネジメント ツール｣の有用性を事例検
討から明らかにする｡
Ⅲ.結 果
1.高齢者の終末期ケアの質の評価に関する文献検討
Donabedianは､ケアの質を評価する場合に留意すべ
き点について､質を評価する場合には､評価者によって
重要だと考える質とその重み付けが異なるので ｢評価す
る側面｣と ｢よい質の構成要素｣の2つについて合意す
る必要があるという｡
高齢者の終末期ケアの質の評価についてもこの2つを
意識して評価する必要がある｡がんに特化しない終末期
ケアの評価についての論議は､北米で1995年前後から本
格的に始まった｡ケアの質を構成する要素が明らかにな
り､さまざまな側面からの評価指標の開発やその妥当性
の検証がされている段階にある｡その結果､患者 ･家族
の視点と医療者の視点による評価は一致しないことなど
が明らかになってきている｡
そこで､ケアの質の評価指標の構成要素を､北米の医
療者の視点3文献と患者･家族の視点3文献を比較､そ
の結果と筆者らが実施した看取 り後の介護者の ｢思い｣
を比較することを試みた｡
その結果､構成要素は､A患者､B家族､C患者 ･家
族両方､D人間関係､E行った治療やケア､の5つに分
類できた｡医療者 ･家族の両方の視点で共通していた項
目は､(丑患者の尊厳と自己決定の尊重､④家族の負担の
軽減､⑤死別前および死別後の家族へのケア､⑧患者と
家族､社会との関係､(9ケア提供者との関係､⑲症状マ
ネジメント､⑪過不足のない治療､⑩ケアマネジメント
に関すること､の8項目である｡含まれる要素は共通し
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ているが､医療者の視点は､抽象的な表現のままであり､
患者･家族の視点は､より具体的でわかりやすく､どの
ような思いが残ったかなど誰もが同じイメージを措きや
すい表現が用いられていた｡本人 ･家族の主観的な思い
を重視し､インフォーマル ･フォーマルサポー トを問わ
ず､かかわったすべての人と共有できるアウ トカムに
なっていることがわかる｡
一方､筆者らが行った調査結果でも､看取りを終えた
介護者のベ80人の｢思い｣や｢満足度｣は5つの要素 (①
高齢者､②介護者､③その関係､④行った治療やケアや
インフォーマルサポート､⑤死別の意味づけ)に分類で
きた｡北米の構成要素とほぼ同じであった｡介護以前の
関係から死別後まで多岐にわたる出来事をどのように受
け止めていたかという主観的な捉え方に基づき､評価し
ていることが明らかになった｡
また､北米のアウトカムの項目と比較すると､日本で
は ｢家族 ･社会との関係｣をより重視する傾向があり､
逆に不足している視点は､安定期からの ｢症状マネジメ
ント｣や､死の迎え方に対する意思決定だけではなく ｢
日々の中での自己決定の保障｣であることが明らかに
なった｡これについては､文献1にまとめ発表した｡
2.｢終末期マネジメント･ツール｣の有用性の検証
質の高い終末期ケアを実現するために既に開発した
｢終末期ケアマネジメント･ツール｣について､有用性
を高めるために修正を繰り返し3つのシー トと3つの
チェックポイントに整理した｡このツールを在宅､特
養､グループホーム､病院で用いた9事例から有用性を
検討した｡ツールを活用して高齢者の希望や意思決定を
尊重し目標指向型のアプローチを実施した結果､多職種
間の連携だけでなく､インフォーマルサポートとも連携
をスムーズにし､療養場所を超えて目標を共有したケア
が実施できること､また看取りの体制の整備を促し個人
やチーム､施設全体の力量をあげたこと､などが明らか
になった｡｢終末期ケアマネジメント･ツール｣を活用
した実践や振り返りを通じて､終末期ケアに関わる個人
やチームとしての成長を支援する教育 ･研修機能をさら
に充実させていくことが今後の課題である｡
Ⅳ.考 察
今年度の課題は､高齢者の終末期ケアの質を構成する
要素を明らかすることとツールの有用性の検証であっ
た｡質を構成する要素や重視する評価の視点は､高齢者･
家族とケア提供者､北米と日本では異なることが明らか
になった｡この結果を前操に､高齢者や家族の主観的な
思いを重視し､その視点を中心において臨床的に重要な
点をケア提供者が追加した多軸で評価できる指標を作成
することが今後の課題となる｡
ツールの有用性については､9事例を検討し個人や
チームとしての成長を支援する教育 ･研修機能をもつこ
とが明らかになった｡また､今後多職種参加型の教育プ
ログラムを作成する上での示唆も得られた｡
V.結 論
多職種参加型高齢者の終末期ケアマネジメント支援プ
ログラムの開発と検証にあたり､高齢者の終末期ケアの
質を構成する要素について､患者 ･家族の視点と医療者
の視点､欧米と日本における調査との相違点を明らかに
した｡また､既に開発した ｢終末期ケアマネジメント･
ツール｣の有用性を検討し､今後の多職種参加型プログ
ラムの作成にあたり示唆を得ることができた｡
Ⅵ.研究成果発表
(論文発表)
1.樋口京子 :高齢者の終末期におけるケアマネジメン
ト ケアマネジメント学 2009;8:31-38
2.樋口京子 :高齢者の終末期におけるケアマネジメン
ト GeriatricMedicine(老年医学)2009;147(4)
471-475
(その他)
1.樋口京子 :｢終末期ケアの質の評価一息者 ･家族の
視点と医療者の視点の比較-｣シンポジウム ｢サー
ビスの質をどう評価するか｣在宅ケアを支える診療
所 ･市民全国ネットワーク第15回全国の集い 209.
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